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プロエスティ・レーゲンスブルク・シュヴァインフルト
─米軍白昼精密爆撃戦略の揺らぎ、1943年ヨーロッパ戦線─
　　高　田　馨　里
はじめに
　本稿の目的は、第二次世界大戦当時に作成された空爆のための標的地図の役割を検証し
つつ、白昼精密爆撃戦略という理論が、どのような実戦を経て、またいかなる経緯で変容し
ていったのか、その過程を検証することである。アメリカ陸軍航空軍 （US Army Air Force）
は、「白昼精密爆撃 （daylight precision bombing）」を掲げ、ヨーロッパ戦線で厳しい航空戦
を展開した。アメリカの銃後において 1944年 4月 5日に封切られたドキュメンタリー映画
『メンフィス・ベル （Memphis Belle）』は、陸軍省が全面的に政策を指揮して作成した映画
である。イギリスに派遣されたアメリカ陸軍航空軍第八空軍では、25回の出撃を成功させ
た爆撃隊員は帰国できるというインセンティヴを設置していた。「メンフィス・ベル」と
名付けられたB-17 爆撃機が 25 回の出撃を達成したのは、1943 年 5 月であった。この映画
は、陸軍少佐として従軍していた映画監督ウィリアム・ワイラー監督自身が爆撃機に乗り
込み、白昼精密爆撃シーンを撮影して作られた、実話に基づく映画であった 1。しかしなが
ら、「メンフィス・ベル」による 25 回出撃成功から、映画の封切りまでの約 1 年間におい
て、第八空軍の損失や犠牲は多く、当初の白昼精密爆撃戦略は、再考を迫られていた 2。
　ここで、第二次世界大戦期のヨーロッパ戦線におけるアメリカ陸軍航空軍に関する先行
研究を整理しておきたい。ウェズリー・クレイヴンとウィリアム・ケイト編纂による『第
二次世界大戦期のアメリカ陸軍航空軍 （The Army Air Force in World War II）』シリーズという
公史が研究の端緒をなしている。本稿で用いたヨーロッパ戦線における戦略爆撃に関して
は、米英両軍の相違が強調されてきた 3。第八空軍が白昼精密爆撃戦略を追求した一方で、
イギリス空軍は1940年以降のナチスドイツとの相互都市爆撃を通じて、夜間レーダー爆撃
戦略を実践していた。イギリス人軍事思想家 J・F・C・フラーは、その『制限戦争指導論』
においてイギリスが行った工業地帯や都市に対する夜間爆撃作戦よりも、エネルギーや輸
送手段への直接攻撃がなされるべきであったと主張し、都市爆撃の有効性を問う視点を示
している 4。
　1980年代に入ると、都市への焼夷弾攻撃や原爆投下における道義性が議論の対象となっ
た。ロナルド・シャイファーは、『アメリカの日本空襲にモラルはあったか─戦略爆撃の道
義的問題』において、ヨーロッパ戦線での空爆作戦と対日空爆作戦の両方を考察しつつ、
アメリカ政府高官や陸軍航空軍の主要人物は、空爆を道義的問題と認識しながらも、米兵
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の生命優先という国内世論に影響を受けていたと論じている 5。マイケル・シェリーは、戦
略爆撃ドクトリンの形成過程とアメリカ空軍力の発展過程を、軍事史的のみならず社会史
的な視点から分析している。シェリーは、メディアで描かれる白昼精密爆撃について着目
し、アメリカのメディアや銃後の人々は、原爆投下を、より多くの命を救ったというアメ
リカ政府の公式見解、つまり「道義的選択」として受け止めたと論じている 6。コンラッ
ド・C・クレインは、アメリカ陸軍航空軍の精密爆撃ドクトリンは、実際に爆撃戦略に携
わる現場司令官たちによって作り出されたと論じている。クレインは、ヨーロッパ戦線・
アジア戦線ともに、空爆戦略は、「軍事的必要性」、司令官の関係性や攻撃目標設定プロセ
スによって、さらには世論への反応によって作り出されていった過程を重視する。つまり、
対日戦争における都市への焼夷弾攻撃や原爆投下は、フラーの提起した「制限戦争」のな
かで選択されたものだと主張している 7。
　このように、しばしば一国的な枠組みでアメリカ合衆国の爆撃戦略が分析されてきたが、
米英同盟の関係性にも注目すべきだとし、タミ・ビドルは、米英両国がなぜ戦略爆撃を選
択するに至ったのか、1914 年から 1945 年にわたる時期の戦略爆撃にまつわる両国の軍人
や政府高官のレトリック、そして実際の空爆作戦を分析している 8。マルチ・アーカイヴァ
ル・アプローチによって、空爆側と空襲を受ける側双方にとってのヨーロッパにおける航
空戦争を詳述したのは、リチャード・オヴェリーである。オヴェリーは、英独両国のみな
らず、ヨーロッパ戦線で友軍による空爆を受けたにもかかわらず、しばしば看過され、分
析対象とされてこなかったフランス・オランダ・ベルギーへの空爆に関する研究を網羅し、
空爆する側と空襲される側の実態を検証し、大戦期のヨーロッパ航空戦争の全体像を描こ
うと試みている 9。
　本論では、これらの先行研究の議論を踏まえ、これまであまり顧みられてこなかった、
白昼精密爆撃用に作成された軍事標的地図の位置づけを再考し、ヨーロッパ戦線における
白昼精密爆撃戦略が、どのような契機で修正を余儀なくされていったのかを、米英両国の
公文書館で調査した史料をもとに考察することを目的とする。本論が対象とする時期は、
第二次世界大戦勃発前後から連合国によるノルマンディ上陸作戦前夜のヨーロッパ戦線で
ある。第 1 章で、第二次世界大戦期のイギリスにおいて標的地図 （target map） が発明され
た経緯を扱う。第 2 章では、米軍参戦後に派遣されたアメリカ陸軍航空軍第八空軍のため
に作成された「斜角遠近法標的地図 （ギアリングスの地図）」が作られた背景を考察する。
この地図が作成された経緯については、拙稿「第二次世界大戦期、米英同盟による地図作
成」において考察した。第八空軍は、第八空軍独自の白昼精密爆撃用の地図を開発し、イ
ギリス幕僚地図局との協力体制の下で「ギアリングスの地図」として知られる標的地図を
作成した。本論では、前稿で明らかにできなかった点、すなわち、どのようなタイミング
で、またどのような目的でこの地図が作られたのかを検証したい 10。第 3 章で、1943 年に
本格化する第八空軍による「ポイントブランク作戦」の概要と、第 4 章で、1943 年 8 月に
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行われたルーマニアの油田地帯プロエスティと、ドイツ深部の工業地帯であるレーゲンス
ブルクならびにシュヴァインフルトへの空爆作戦とその結果について考察する。これら 3
つの作戦は、アメリカ軍にとって容認できないレベルの犠牲と損失を生み出したからであ
る。以上のことから、1943年の空爆作戦を通じて、第八空軍が直面した問題点と、白昼精
密爆撃戦略が揺らぐ、その背景を考察する。
1．第二次世界大戦における標的地図の開発
　1939年9月1日のドイツによるポーランド侵攻後、英仏両国はナチスドイツに宣戦布告し、
第二次世界大戦が勃発した。戦争に先立って、イギリス政府は、すでにドイツとの戦争に
備えて軍事地図の作成に着手していた。1936年、英陸軍省の参謀本部地図局 （Geographical 
Section, General Staff, GSGS） は、パリのフランス陸軍地図局と協力し、フランス、ベルギー、
オランダの地図を作成した。25 万分の 1、5 万分の 1、2 万 5 千分の 1 の縮尺のこれらの地
図は、「イギリス再軍備地図」と呼ばれ、戦争勃発後、英仏両軍に配布された。イギリス空
軍向けの地図は、諜報局長補佐 （the Assistant Directorate of Intelligence, ADI） の調査に基づ
き、GSGSが作成したものだった 11。さらに戦争突入以前に増強を続けていたイギリス空軍
爆撃部隊のための地図も考案されていた。それが、「標的地図 （target maps）」である。上空
から地上を見下ろすという観点から、詳
細な情報よりもむしろ爆撃の標的周辺の
地形的特徴を強調するデザインが選ばれ
た。そして河川、森、鉄道や特定の道路
などの情報のみを記載した、25万分の1、
50万分の 1の縮尺の爆撃目標地図が作ら
れることになった 12。左の地図は、1936
年の10万分の一の地図情報をもとに作成
されたドイツの都市デュッセルドルフの
標的地図である。この地図は試作用とし
て作られたもので、標的として、鉄道の
操車場、鉄道のターミナル、高架線、そ
して主な鉄道駅を記したものである。視
認性のよい標的地図に関し、爆撃部隊と
の協議を重ねた結果、生み出されたのが
この標的地図であった。地図は、爆撃部
隊や戦闘機部隊のために、飛行高度を意
識して 63,360 分の 1 の縮尺で描かれてお地図 1
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り、爆撃照準と合わせた円形は 1 マイルごとになっており、照準器を意識したデザインで
あった。目印として強調されているのが河川であり、自然地形こそがランドマークとして
描かれている。これが、「夜間地図」と名付けられた標的地図の試作版だった 13。
　地図作成方針が確定されたのちに、イギリス軍が着手したのが、ドイツの占領下に置か
れたフランス、ベルギー、オランダの軍事施設やドイツの爆撃標的地図の作成であった。
1941 年 11 月 26 日、イギリス空軍爆撃部隊は、「爆撃目標データ」に関する方針を決定し
た。すなわち、「産業爆撃標的地図」の場合、第一に、「それぞれの地図に 1 つ以上の爆撃
目標を描かないこと」、第二に「爆撃目標は、中央に描かれること」、第三に「飛行場を書
き示すこと」であった。次に、「飛行場爆撃目標」では、第一に、「すべての飛行場、偽装
飛行場や偽構築物のすべてを描くこと」、第二に「地図の中央には、分かりやすいランド
マークを描く、そして第三に「飛行場は、今後も起こりうるさまざまな変更によって形態
が変わるだろうが、飛行場というシンボルとして描くべき」であるというのが、爆撃標的
地図の作成方針だった 14。この文書からも分かるように、イギリス空軍が最優先する爆撃
目標は、産業集積地区であり、飛行場だった。
　こうして、1941年12月5日には、イギリス爆撃部隊は、「中央解析部隊 （Central Interpretation 
Unit, CIU）」からの情報をもとに、鉄道の駅や操車場を含む爆撃目標リストを作成し、爆撃
部隊司令官に配布した。CIUは、メドメナムに設置されており、航空写真撮影による航空
諜報によって爆撃目標となる産業、工場などの情報の分析を担っていた。彼らの情報は、
夜間爆撃標的地図として作成されることになったのである。たとえば、ハンブルクの場合、
夜間攻撃目標は多数設定されており、複数の地図が作られた。攻撃目標は、電力施設、造
船所 （ドイッチェシフ）、航空機産業などであった。ドイッチェシフは、1943年 7月のハン
ブルク爆撃の際に、最大の攻撃目標とされたドイツ潜水艦Uボートを製造している造船所
であった 15。
　1941年12月7日、日本海軍による真珠湾攻撃後、イギリス首相ウィンストン・S・チャー
チルが訪米し、米英両国首脳による「アルカディア会議」が開催された。アルカディア会
議とは、1941年 12月 22日から 1942年 1月 14日まで行なわれた米英両国軍参謀による軍事
会議である。訪米に先がけ、チャーチルは、12 月 16 日付の文書を渡航途中の艦戦内から
打電し、3 つの議題を提案した。その 3 つの議題とは、大西洋戦線、太平洋戦線、1943 年
の戦略展望である。これは、米英両国が最優先とすべきは太平洋戦線ではなく大西洋戦線、
すなわちヨーロッパでの戦いであることを確認するものだった。その内容は、1941年 6月
のナチスドイツによる侵攻以後、ナチスと対峙するソ連軍に援助物資を送りながら、フラ
ンス領北アフリカで勝利する必要があること、そして「アメリカ陸軍航空軍がイギリス本
土からドイツを空爆することが望ましい」こと、その任務は、「ドイツの都市や港湾地区に
対するこれまでにない激しい空爆によって」軍需工場を攻撃するとともに、「ドイツ人の士
気を挫くこと」を目的としたものであった 16。
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　軍需工場への戦略爆撃は、長い歴史を持つイギリスの「経済戦争」の延長線上に存在し
ていた。白昼精密爆撃による軍需産業の破壊が、戦間期を通じてのイギリス空軍の教義で
あり、非戦闘員への攻撃回避が原則とされていた。第二次世界大戦勃発後の1年間、イギリ
ス空軍はこの原則を守ろうとしていたが、しかし 1940年 5月に始まるナチスドイツの西方
攻勢と 6 月のフランスの降伏に続いて開始された英国本土防衛戦争の開始とともに、甚大
な犠牲を生む白昼精密爆撃の維持が困難になった。1941年 4月のドイツ空軍によるロンド
ンへの夜間無差別爆撃に直面した後も、イギリス空軍爆撃部隊司令官リチャード・ピアー
ズ大将は白昼精密爆撃戦略を維持していた。しかし、11月に悪天候の報告があったにも関
わらず、ピアーズは出撃指令をだし、出撃した爆撃部隊の 37機をも失うという、甚大な犠
牲を生むことになった。空軍大臣チャールズ・ポータルは、爆撃戦略の見直しを開始した。
イギリス空軍の戦略として選択されたのは、「敵市民の士気を挫く」こと、つまり市民への
攻撃を是認したのである。この方針転換以後、イギリス空軍爆撃部隊司令官はアーサー・
ハリス中将に交替し、ドイツ占領下の軍需産業やドイツ本土への夜間爆撃戦略を本格させ
ることになった 17。
　アメリカ合衆国でも、参戦以前の1941年夏に戦略爆撃の基本方針の策定が進められてい
た。それが、「アメリカ戦略爆撃計画 1 （AWPD-1）」という、陸軍航空戦術学校でもちいら
れる教義としてまとめられたものである。1941 年 7 月、ローズヴェルト大統領が、「潜在
的な敵を敗北させるために軍全体で必要とされるあらゆる軍需品の準備」をするよう陸海
軍長官に送った。この後、陸軍の「戦争計画局 （War Plan Division）」が検討を開始した際、
陸軍航空軍の方針を盛り込むことになった。その際、組織されたのが陸軍航空軍将校から
なる「航空戦争計画局 （Air War Plan Division, AWPD）」であった。そのメンバーは、のち
にアメリカ陸軍航空軍空輸部隊 （Air Transport Command, ATC） の司令官となるハロルド・
ジョージ中佐、ケネス・ウォーカー中佐、ローレンス・カター少佐、そしてヘイウッド・
ハンセル少佐であった 18。AWPD-1 は、陸軍航空軍が必要とする航空戦力増強計画を提示
すると同時に、航空戦争計画をも示すものだった。
　AWPD-1は、3つの戦争目標を掲げていた。第一に、「ドイツの軍事力に対する継続的な
攻撃およびドイツ軍を支えているナチスドイツ占領下の地域に対する攻撃」であり、第二
に、「ヨーロッパ上陸作戦に必要な攻撃支援」であり、第三に、西半球防衛ならびに極東に
おける戦略に一致した効果的な航空作戦の遂行」であった。AWPD-1 は、対独空爆作戦の
攻撃目標として、ドイツの「鉄道、操車場、橋梁、内陸部運河、港湾施設」などの輸送設
備、ドイツ空軍の「無力化」もしくは「破壊」を目的に、空軍基地、航空機産業、アルミ
ニウム産業ならびにマグネシウム産業」を戦争遂行上重要な攻撃目標として挙げている。
ドイツ海軍潜水艦基地も同様に重要な攻撃目標とされているが、この時点でアメリカ軍は
正確な情報を有していなかったため設定はなされなかった。さらに、ドイツ人の士気につ
いて「民間人の集中する地域への航空攻撃によって士気を挫くため」の、「攻撃目標は未
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設定」の状態であった。AWPD-1 は、ドイツの輸送手段ならびに空軍関連施設・航空機関
連産業への精密爆撃を目標としながらも、この時点で市民に対する攻撃を是とはしていな
かったのである 19。
　1942年初頭のアルカディア会議において、ヨーロッパ第一主義が確認されつつも、アメ
リカ軍は、太平洋での戦いを同時に進めなければなかった。さらに、連合国の軍事力を維
持するため、アメリカ国内で生産される軍需品の分配も問題となった。当面は、ドイツ軍
と対峙するソ連を支援するため軍需品等物資を振り分けると同時に、ヨーロッパ戦線にお
いて、米軍の対独戦争体制を整えなければならなかった。最優先課題とされたのは、第二
戦線の開設であり、フランス沿岸からの上陸作戦計画だった。アルカディア会議に次いで
開催された 1942 年 4 月のロンドン米英軍事会議では、ジョージ・C・マーシャル陸軍参謀
総長の作成した覚書が検討され、兵力の不十分さから、ヨーロッパ上陸作戦は 1943 年以
降に延期することが決定された。その代わりに重視されたのが、アメリカ陸軍航空軍の大
規模派遣によるアメリカ航空戦力のイギリス本土における構築である。こうして、イギリ
スの空軍基地にアメリカ陸軍航空軍が結集される「ボレロ作戦」が遂行されることになっ
た 20。ボレロ作戦の実行により、ヨーロッパ戦線における米軍の空爆作戦が準備されるこ
とになったのである。
2．米軍の白昼精密爆撃実践と「ギアリングスの地図」
　太平洋戦線への航空戦力配備との調整により、「ボレロ作戦」による米陸軍航空軍のイギ
リス本土基地への配備準備が始まったのは、1942年 7月だった。それに先立ち、アメリカ
陸軍航空軍司令官ヘンリー・アーノルドは、イギリス本土に「16 個重爆撃機航空群、3 個
戦闘機航空群、8 個航空写真諜報飛行大隊からなり、516 機の重爆撃機、225 機の戦闘機、
そして 96機の偵察機」を送ると声明した。この後、イギリス本土における航空群設置のた
め、アイラ・エーカー准将が赴任し、第八空軍爆撃部隊を組織した。そしてアーノルドは、
カール・スパーツを第八空軍司令官に任命したのである 21。
　すでに夜間爆撃を展開していたイギリス空軍は、アメリカ陸軍航空軍をイギリス空軍に
組み込み、夜間爆撃を行うことを望んでいた。イギリス空軍司令官ハリスは、第八空軍爆
撃部隊司令官エーカーに「共通のドクトリン」での作戦実行が望ましい、すなわち米英両
航空戦力による夜間爆撃を行うことを提案した。イギリス空軍指導部は、1942年4月17日
に実行したアウグスブルクのディーゼルエンジン工場空爆や、5月 31日に行われた 1000機
の爆撃機部隊によるケルン攻撃、ならびに 6 月 2 日に行われたルール工業地帯攻撃が成功
したという認識に基づき、アメリカ陸軍航空軍の参加を求めたのである。これに対し、ア
メリカ軍は、「効率的」な白昼精密爆撃戦略の実行を主張した 22。
　第八空軍爆撃部隊による最初の爆撃作戦は、ナチス占領下のフランスの攻撃目標に対す
23
るものだった。エーカーは、B-17 重爆撃機 12 機に 8 月 17 日に出撃指令を出し、最初の第
八空軍の重爆撃部隊が、フランスのノルマンディ地方の沿岸都市ルーアンの操車場の白昼
精密爆撃作戦を展開した 23。爆撃作戦は、最初の爆撃作戦にしては、十分に正確であり、
すべての爆撃機が帰還した。ルーアン爆撃は、第八空軍の「訓練」としては大成功であっ
た 24。しかしながら、エーカーもスパーツも、爆撃部隊をエスコートする戦闘機部隊なく
ドイツ深部を攻撃できるかどうかについては明言を避けた。スパーツは、8月 18日にワシ
ントンに打電し、第八空軍爆撃部隊は、十分な経験を積むまではドイツ本土への空爆に送
られるべきではないと主張している。ドイツ本土への攻撃となれば、ドイツ空軍の戦闘機
部隊のみならず対空砲火など様々な攻撃が爆撃部隊に向けられることになる。こうした状
況の中、ドイツ本土への往復攻撃が可能な戦闘機の支援がないまま、爆撃作戦を展開でき
るかどうかについて、明確な結論は出ていなかった 25。
　1942年8月から9月にかけて、第八空軍はナチスドイツ占領下のフランス、オランダ、ベ
ルギーの潜水艦ドッグや航空機産業、軍需工場地帯を攻撃目標に空爆作戦を展開した。攻
撃目標とされたのはフランスのアミアンの操車場、オランダのロッテルダムのウィルトン
造船所、ノルマンディ地方セーヌ=マリティーヌの造船所、フランス、メオルトのポテ航
空機産業、そしてベルギーのコルトレイク・ウェフェルヘム飛行場であった。造船所はU
ボートの生産や修理に使われているため、攻撃目標とされたのである。これらはいずれも
イギリス空軍戦闘機スピットファイヤの航続可能距離であった。いずれの空爆作戦も、白
昼精密爆撃を成功させたが、ロッテルダム攻撃後の海峡横断中にドイツ戦闘機部隊の攻撃
を受け、イギリス空軍の応戦にもかかわらず、B-17 の操縦士と副操縦士が重傷を負った。
しかし、B-17の機銃掃射によってドイツ戦闘機も撃墜された。これによって、戦闘機のエ
スコートなく、B-17 は戦闘機に対応できるということが示された 26。
　ワシントンでは、ローズヴェルト大統領が陸軍航空軍に対して、「敵国を完璧に圧倒す
る」航空戦力を構築するために必要な軍用機を算定するよう要請した。この後、マーシャ
ルとアーノルドは、AWPDの一人、ヘイウッド・ハンセルに、イギリスから帰国し、敵を
打倒するための攻撃目標を設定、報告するよう命じた。ハンセルは、いずれも航空諜報部
（A-2）の将校二人と、イギリス空軍グループ大佐で第八空軍との連絡係を務めていたイギ
リス将校を伴って帰国し、AWPD-42 という新たな戦争計画文書を作成した 27。
　AWPD-42 は、1943 年から 1944 年初頭に必要な航空戦力の算定を基に、航空戦争計画を
含むものだった。この計画書は、ヨーロッパにおける対独戦争とともに、北アフリカ・イ
タリア・中東戦域、極東・太平洋戦域、西半球・大西洋の対潜水艦作戦遂行のため、さら
なる陸軍航空軍の戦力の増強を求めるものであった。必要とされた航空機は13万機と算定
され、その半分以上が陸軍航空軍の必要を満たすものとされた 28。この計画書は、作戦行
動上、大きな特徴が存在した。ヨーロッパにおける白昼精密爆撃遂行における戦闘機によ
るエスコートを軽視する傾向があったのである。AWPD-42 は、8月に始まったフランスの
24
標的に対する数度の白昼精密爆撃の成功に基づくものであり、陸軍航空軍重爆撃編隊は、
容認可能な損失の枠内で対空攻撃に対処できると考えられていた。この見通しの甘さは、
1943 年に本格化する対独白昼精密爆撃作戦で証明されることになるが、AWPD-42 は、戦
略爆撃だけでドイツを打ち負かすことができるという第八空軍司令部の考えを反映したも
のだった 29。
　ワシントンでAWPD-42 が策定されたのち、ロンドンにおいて米英両国の空軍司令部に
よる空爆戦略方針がまとめられた。第一段階として、アメリカ第八空軍の攻撃目的は、イ
ギリス空軍戦闘機部隊の飛行半径以内の標的を対象とする。第二段階として、第八空軍は、
おもにアメリカの戦闘機部隊を主力随行部隊とし、より遠距離の標的を爆撃する。そして
第三段階として、アメリカ合衆国は、必要とあればイギリス空軍の協力とともに、「完全な
白昼精密爆撃作戦」を発展させるというものであった 30。アメリカ陸軍航空軍の作戦行動は
極めて限定的であり、戦闘機部隊の訓練も必要だった。しかし、第八空軍の白昼精密爆撃
へのこだわりは、イギリス側の懸念やいら立ちも引き起こしていた。イギリス首相チャー
チルは、ローズヴェルトに、そしてローズヴェルトの側近ハリー・ホプキンスに対し、白
昼精密爆撃の有効性に疑義を示し、「第八空軍によるフランス白昼精密爆撃に楽観的ではい
られない」と伝えた。またアメリカ航空機産業が白昼精密爆撃用に限定された爆撃機生産
に集中しないよう勧告していたのである。さらにイギリスのメディアでも第八空軍の空爆
の有効性に対して疑問が示された。つまり、重爆撃機は白昼精密爆撃に向かないとの指摘
である 31。
　アメリカ側は、このような、イギリス側の批判的見解に反応し、いっそう正確な白昼精
密爆撃の実現を求めたと考えられる。そこで、求められたのが、白昼精密爆撃作戦のため
の地図であった。当初、アメリカ陸軍航空軍が用いていた軍事作戦用の地図は、米陸軍工
兵隊の地図作成部隊が作成しており、精密爆撃には適さないものであった。そのため、イ
ギリスに拠点をおいた第八空軍は、航空諜報を強化し、陸軍航空軍諜報部A-2 を通じて米
爆撃部隊のための白昼精密爆撃用地図作成に着手したと考えられる 32。その際、重要な役割
を果たしたのが、第一次世界大戦に従軍した退役軍人で、建築家で芸術家のジェラルド・
K・ギアリングスであった。彼は、1942年 4月に再び陸軍航空軍に入隊後、9月にイギリス
に派遣された。この後、ギアリングスは、A-2において「斜角遠近法標的地図」の開発や、
陸軍航空軍マニュアル『航空士・爆撃手読本』の作成に従事した 33。
　1942年11月23日付で提出されたA-2将校の特別報告書は、陸軍の諜報を担っているG-2
の必要とする情報と、陸軍航空軍の求める地図情報が異なる点を強調し、「戦闘機部隊や
爆撃部隊の作戦には、特別な縮尺、射程、標的、照準角を描いた特定の区域地図やより規
模の大きい地域地図が必要」であると論じている 34。こうした要請から、ギアリングスは、
第八空軍のすべての爆撃部隊と面談し、航空士と爆撃手と相談してデザインを決定したの
であった。白昼精密爆撃用地図を作成するため、ギアリングスは、ロンドン郊外リッチモ
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ンド近郊のキューでエンジニアたちによる地図作成を監督し、その地図は、イギリス陸地
測量部が印刷することになった。12月には、ロンドン郊外メドメナムに設置されていたイ
ギリス空軍の「写真解析部隊」に臨時写真解析部隊として派遣され、そこから転属となっ
たグリーソン中尉がサポートに入り、ギアリングスの地図の作成が本格化した 35。
地図 2：ギアリングスの地図（左）とイギリス空軍夜間標的地図中央標的地図（右）36
　ギアリングスの考案した地図は、しかし、アメリカ合衆国の地図とはみなされず、米国
国立公文書館地図セクションには所蔵されていない点は、すでに指摘したとおりである 37。
その理由は、アメリカ陸軍航空軍が、イギリス爆撃標的地図分類一覧のコードをそのまま
利用したからであった。1942年 10月 22日に作成され、1943年 9月 22日に更新された「地
図政策」という文書で、第八空軍はいかなる任務の重複も回避するため、イギリス空軍の
設定した地図コードや索引一覧を採用することが述べられている。つまりこの場合は、イ
ギリス空軍が開発した標的地図を採用するということであり、アメリカ合衆国から提供さ
れる地図に関しては、独自のアメリカ陸軍航空軍カタログとしてまとめる旨が決定されて
いた。つまり、ギアリングスの地図は、イギリスのコードを用い、GSGSが作成した「標
的地図」に 15 マイル、7 マイル先の標的への誘導航路を追加して補強したものだった 38。
　12 月までに、第八空軍は 23 回の空爆作戦を展開したが、爆撃機や人員の損害率は 1.4％
と軽微であった。連合国による北アフリカ上陸作戦が決行されると、空軍戦力の分散が生
じ、対独空爆作戦は延期された。対独空爆作戦の基本方針が策定されるのは、1943年1月、
26
北アフリカでの優勢を確保した連合国首脳によるカサブランカ会議においてであった 40。こ
れまでみてきたように、ボレロ作戦によるイギリス本土へのアメリカ陸軍航空軍の結集後、
米英間において空爆戦略をめぐる見解の相違が存在していた。つまり、アメリカ軍はイギ
リス軍とともに夜間爆撃作戦を展開するか、もしくはアメリカ陸軍航空軍の戦略ドクトリ
ンである白昼精密爆撃作戦を実行するか、である。アメリカ側は、後者を選択した。イギ
リス空軍やイギリス首相、もしくはイギリス・メディアの批判や懸念が示されたことをう
けて、またアメリカ陸軍工兵隊の作成した軍用地図は白昼精密爆撃作戦に向かないという
ことで、ギアリングス大尉が考案した地図が作成されることになった。この新しい標的地
図は、1943年を通じて、様々な攻撃目標に対応する誘導航路を追加して作成されたのであ
る。ギアリングスの地図とは、作成のタイミングから、イギリス空軍やイギリス政府から
の懸念に対し、第八空軍の白昼精密爆撃戦略の実行を主張する一つの手段だったといえよ
う。ギアリングスの地図は、1943年に本格化するアメリカ軍の対独白昼精密爆撃作戦のた
めに作成されたのである。
3．ポイントブランク作戦へ
　ドイツ本土への空爆作戦の方針が決定されたのは、1943年 1月に行われた米英両首脳陣
によるカサブランカ会談においてであった。ここで、1943年を通じての戦略の大枠が確認
地図 3：ハンブルク・モールフレー地区の地図 39
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された。まず、北アフリカ作戦終了後迅速にシチリア島に上陸してイタリアを攻略し、次
に、1943年から1944年に第二戦線開設のためイギリス本土に連合国軍を結集させる、そし
て米英連合航空戦力によるドイツ戦略爆撃を開始する、最後に太平洋戦線における作戦行
動における米軍の主導権を確認するものだった 41。カール・スパーツは、1942 年末に北ア
フリカ・地中海戦線で指揮を執るために転出し、エーカーが第八空軍司令官に着任した 42。
　米英両首脳による会議と並行して行われた連合参謀本部（Combined Chief of Staff）で作成
された作戦案が、米英の空爆方針について確認した「カサブランカ指令」である。この作
戦案で、改めてイギリス空軍によるレーダー夜間攻撃とアメリカ陸軍航空軍第八空軍によ
る白昼精密爆撃作戦の双方が行われることが明示されることになった。白昼と夜間をそれ
ぞれに担当するということは、ドイツ人にとっては昼夜問わずの攻撃を受けることであっ
たが、米英が互いに支援をすることができないということを意味した。この指令において
確認された攻撃目標は、潜水艦建造所、航空機産業、輸送手段、石油プラント、そしてそ
の他戦争関連産業であった 43。
　第八空軍の作戦は、戦闘機部隊の航続半径以内でドイツ空軍の反撃が比較的少なく、ロ
ンドン近郊の空軍基地から攻撃が容易とされたフランス、ベルギー、オランダの攻撃目標
に限定されていた。増強されつつあった陸軍航空軍の新兵の航空隊員に経験を積ませるこ
とが急務だったからである。1943年3月31日に行われた港湾都市ロッテルダムに対する空
爆では、400 人の市民が爆撃で命を落とした。また、ベルギーのアントウェルペン作戦で
は、航空機産業が攻撃目標だったにもかかわらず、第八空軍による誤爆によって近郊の町
926人のベルギー人が死亡した。何の警告もなく行われた白昼精密爆撃攻撃は、4つの学校
に爆弾を投下して 209 人の子どもたちを含む犠牲を生んだのである。このような誤爆や市
民の犠牲に直面したオランダとベルギーのロンドン亡命政府は、米英空軍を厳しく非難し
た。米英の爆撃部隊司令部は、新兵による友好国の人口密集地への空爆作戦への参加を回
避することで合意し、さらに空爆を行う際には住民に予告するため、ラジオ放送を行うか、
リーフレットを配布することを公約した 44。
　1943年 4月にエーカーがアーノルドに提出した文書は、エーカー計画として知られるも
のだが、敵の防御に直面しながらも高度6000～7000メートルの高高度からの「精密パター
ン爆撃」は可能であるというものだった。この作戦のためには制空権の確保が必要であっ
たが、エーカーにとっての制空権とは、ドイツ空軍を支える航空機産業への攻撃にほかな
らなかった。翌 5 月にワシントンDCで開催された米英軍事会議（トライデント会議）で、
「ポイントブランク作戦」の実行が決定された。1944 年春に予定されていた第二戦線開設
のために、ナチスドイツの軍事力壊滅を目的としたドイツ占領下のフランス・ベルギー・
オランダ、そしてドイツ本土を空爆する作戦であった。主要な攻撃目標とされたのは、潜
水艦基地、ドイツ国内の航空機産業、ボールベアリング工場、そしてドイツ支配下にあっ
たルーマニアのプロエスティ石油精製施設であった。攻撃目標をめぐっては、米英間で論
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争が存在した。輸送手段攻撃を優先すべきであるというイギリス空軍に対し、アメリカ陸
軍航空軍は、石油施設攻撃の重要性を主張した。結果的に、ルーマニアへの空爆は、アメ
リカ側が行うことになり、北アフリカからイタリア空爆作戦を展開していた第十五空軍が
作戦を展開することが決定された。この決定は、米航空軍によるドイツ深部への攻撃を意
味した。第八空軍のイギリス到着から約 1 年後を経て、ドイツ本土に対する白昼精密爆撃
作戦を実行した 45。
　ドイツ防空体制は、1941年 5月以降、強化されていた。夜間戦闘機部隊の司令官となっ
たヨーゼフ・カムフーバーが中心的役割を果たして、戦闘機部隊、サーチライト、対空砲
火部隊、レーダーを組み合わせた防空体制を構築していた。その防衛ラインは、スイス国
境、ベルギーのリエージュ、デンマークとの国境線に、新たに改良されたヴュルツブルク
と呼ばれるレーダー基地と戦闘機部隊を配備したのである。こうした防空体制に対してイ
ギリス空軍がとった戦略が、前述の 1942年 5月 26日のケルン攻撃、6月後半に行われたブ
レーメン攻撃で実行された、1000機を超える爆撃機・戦闘機の大編隊によって夜間に空爆
する作戦だった。しかし、天候の悪化のため、ターゲットから外されることになったハン
ブルクへの攻撃は、ポイントブランク作戦の一環として、1943年 7月に実行されることに
なる 46。
地図 4：第八空軍の攻撃目標 （1943 年 6 月 -12 月）47
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　ポイントブランク作戦において、フランス・オランダ・ベルギーのみならずデンマーク
やノルウェーも、攻撃目標から外されることはなく、各国内の飛行場が攻撃目標として設
定されていた。7月 4日付の文書に添付されていた飛行場リストによれば、「地域飛行場地
図」が必要とされたのは、ノルウェーが 7 枚、デンマークが 2 枚、ドイツが 6 枚、オラン
ダが 17枚、ベルギーが 17枚、そしてフランスが 60枚と、89枚にも上った。攻撃対象とな
る飛行場のカテゴリーは、第一に、航空機産業に隣接する飛行場、第二に、作戦に利用可
能で緊急時に着陸するための飛行場、第三に、飛行艇用の着水地点、第四に偽装飛行場な
どであった。攻撃対象となる飛行場は、オランダが 29、ベルギーが 32、そしてフランスが
152であり、いずれも、ドイツ空軍に利用される可能性があった 48。リストにおいて、ドイ
ツの飛行場情報が少ない理由は、強固な防空体制のため航空写真諜報が困難であり、入手
できる情報が限られていたからだと考えられる。実際、1943年にドイツ空軍戦闘機部隊司
令官カムフーバー将軍は防空体制をさらに強化し、レーダー網建設、戦闘機部隊や対空高
射砲部隊を各地に配備、イギリスによる夜間爆撃のみならず、米軍の白昼作戦にも対応可
能になっていた 49。
　対するヨーロッパ戦域のアメリカ陸軍航空軍も増強していた。1943年 1月のカサブラン
カ会議でのイギリス首相チャーチルの主張にしたがって、北アフリカとイタリア攻略とい
う地中海作戦を優先した結果、北アフリカ戦線の終了に伴い、第九空軍がイギリス発着の
ポイントブランク作戦に参加可能になった。また、北アフリカに配備されていた第十五空
軍も、地中海方面から攻撃に参加することになった。こうして、イギリスと地中海方面か
らの攻撃の作戦調整が行われることとなった。アメリカ陸軍航空軍の単独での作戦目標と
して設定されたのは、ドイツ深部のレーゲンスブルクならびにシュヴァインフルトであっ
た。また、地中海方面からの攻撃目標に設定されたのは、ルーマニアの油田地帯プロエス
ティにある石油精製施設だった。レーゲンスブルク＝シュヴァインフルト攻撃は、ジャグ
ラー作戦と、プロエスティ攻撃は、「タイダルウェーヴ作戦」と名付けられ、準備が進めら
れることになった 50。
　石油施設を攻撃するという考えは、カール・スパーツのかねてからの主張に一致してい
た。イギリス空軍省は、1942 年 12 月 26 日に初めてルーマニアのプロエスティの油田なら
びに石油精製基地を攻撃目標に設定していた。ルーマニアの少なくとも 3 つの都市（ブラ
ジ、カンピナ、プロエスティ）に石油生産精製施設が存在しており、最大規模の施設が存
在していたのがプロエスティだった 51。アーノルド将軍に依頼されてプロエスティ攻撃計画
案を作成したのは、ジェイコブ・スマート大佐で、北アフリカ作戦の成功から、北アフリ
カのリビア基地からルーマニアを攻撃する案を提出した。この計画案は、アイゼンハワー
司令官や連合参謀本部の承認を受けることになった。その後、スマートは、プロエスティ
の調査をA-2 地図部門のギアリングス大尉に依頼したのである。ギアリングスは、イギリ
ス航空省からの情報を得て、またイギリス海軍図書館の資料提供を受けて、標的地図と石
30
油精製施設の模型を作製し、爆撃部隊隊員たちにブリーフィングを行った 52。
　レーゲンスブルクは、ロンドン近郊の空軍基地ミルデンホールから 550 マイルの地点に
あり、メッサーシュミット109Gの月産200機を担う航空機工場が存在していた。その生産
量は、ドイツ全体の 6分の 1から 7分の 1と見積もられており、あらゆる部品生産も行われ
ていると考えられていた。一方、シュヴァインフルトは、ドイツ最大のボールベアリング
工場が存在していた。1943年 3月以降、第八空軍は、航空機産業と同様に、あらゆる兵器
に使われているボールベアリング工場を重要な攻撃目標に位置付けた。結果、レーゲンス
ブルク＝シュヴァインフルトを同時に攻撃する作戦が策定され、この作戦案は、米英連合
参謀本部に送られ、イギリス空軍司令官ポータルの承認を受けたのであった 53。
　プロエスティ、レーゲンスブルク＝シュヴァインフルト攻撃に先立って、1943年 7月に
はドイツの都市に対する大規模な空爆作戦が行われていた。航空機産業に対するアメリカ
陸軍航空軍による白昼精密爆撃作戦も展開していた。第八空軍は、フォッケウルフを生産
しているオシャースレーベン、ヴァルネミュンデ、カッセルの航空機産業を目標とした空
爆作戦を実行したが、3つの工場に損傷を与えたにすぎなかった 54。7月に行われた米英連
合爆撃部隊による最大の作戦は、ドイツUボートの建造工場や航空機エンジン工場、ボー
ルベアリング工場など重要な軍需産業のあるハンブルクに対する作戦だった。イギリス空
軍による夜間爆撃に続き、アメリカ陸軍航空軍が白昼精密爆撃を展開するというハンブル
ク爆撃「ゴモラ作戦」は、7月 27日から 7月 28日にかけて実行されることになった。ハン
ブルク攻撃に際し、イギリス空軍省は、都市そのものを破壊することを目的とした「ドイ
ツ民間人の士気に対する攻撃」という文書を回覧していた。7月 27日夜間にイギリス空軍
は、焼夷弾攻撃を行い、4万5千人もの市民の犠牲を出したのだった。翌日行われたアメリ
カ陸軍航空軍による白昼精密爆撃作戦は、前夜の爆撃による煙のため、効果は認められな
かった。第八空軍司令官エーカーは、同様の攻撃を行わず、精密爆撃によって敵を打倒す
べきであると考えていた 55。こうして、1943 年 8 月のプロエスティ・レーゲンスブルク・
シュヴァインフルトへの長距離空爆作戦が展開することになったのである。
4．プロエスティ・レーゲンスブルク・シュヴァインフルト攻撃とその結果
　第八空軍が攻撃目標と定めたルーマニアのプロエスティの防空体制は、強化されていた。
ドイツ空軍は、ルーマニア空軍、ブルガリア空軍とともに200機以上のMe109、Me110、そ
して Ju88などの戦闘機を配備し、バルカン一帯にレーダー網を張り巡らせ、さらに煙幕部
隊を配置してプロエスティにおける強固な防空体制を構築していた。一方、アメリカ陸軍
航空軍第八空軍と第九空軍からなるB-24爆撃機部隊は、戦闘機部隊によるエスコートなく、
低空飛行で石油施設を攻撃しなければならなかった。イギリスの軍事史家リチャード・オ
ヴェリーは、このような防空体制について、「アメリカ人のクルーにとって、この防空体制
31
は、西ヨーロッパ戦域で彼らが決して経験したことのない自殺的な作戦になることを意味
した」と述べている。実際に、プロエスティ攻撃における損失は、かつてないほど甚大で
あり、のちにこの攻撃は、「暗黒の日曜日 （Black Sunday）」と呼ばれるようになる 56。
　1943 年 6 月後半から 7 月にかけてイギリスを出発した第八空軍と第九空軍の 5 つの爆撃
部隊がリビアのベンガジ飛行場に結集し、低空飛行での攻撃目標爆撃訓練を繰り返した。8
月 1日早朝、乗組員総数 1725名とイギリス人将校 1名を載せた 177機のB-24がリビアのベ
ンガジ飛行場からプロエスティ、カンピナ、ブラジの石油精製施設攻撃に出撃した。プロ
エスティに向かった第八空軍の第 93爆撃群と第九空軍の第 376爆撃群が攻撃目標に達する
と、激しい対空砲火に直面した。第93爆撃群が攻撃目標への爆撃を成功させた。激烈な抵
抗を受けて、5つの爆撃グループは、イタリアのシチリアやキプロス、マルタ、ベンガジや
トルコの飛行場などにバラバラに帰還することになった。この攻撃によってプロエスティ
の石油精製施設の石油生産能力は 40％減じたとの評価がある。しかし、出撃した 177機中
54 機が撃墜もしくは墜落し、532 人もの航空隊員が死亡か行方不明、捕虜となった。許容
損害率を 4％と設定していたアメリカ陸軍航空軍にとって、この数値は予想をはるかに超
えるものだった 57。  
　西ヨーロッパ戦線でも、7 月 24 日から 30 日の作戦において 88 機の爆撃機が撃墜されて
おり、その損害率は8.5％に達していた。8月12日に行われたルール工業地帯に対する爆撃
作戦でも爆撃機の撃墜被害が増大しつつあった。こうした厳しい状況のなか、第八空軍は、
メッサーシュミット工場のあるレーゲンスブルクと、ドイツ軍需産業にボールベアリング
を供給しているシュヴァインフルト攻撃を 8月 17日に設定した。この日は、第八空軍がイ
ギリス派遣後に初めて作戦を行ってから 1 年目に当たり、記念碑的な意味を持つものとさ
れた。この攻撃は、B-17によって行われた、当時としては最大距離の爆撃作戦だった。こ
の攻撃には、アメリカのP-47サンダーボルト戦闘機部隊とイギリス空軍のスピットファイ
ヤ戦闘機部隊が随行することとなったが、しかしP-47は補助タンクを装備しなければなら
ないという状況だった。それゆえ、戦闘機部隊のエスコートが終わった瞬間に、アメリカ
爆撃部隊はドイツの戦闘機部隊の攻撃にさらされることになった 58。
　レーゲンスブルク＝シュヴァインフルトへの空爆作戦のために用意されたのは、376機か
らなるB-17爆撃部隊であった。陽動部隊としてレーゲンスブルク攻撃を率いたのは、カー
チス・ルメイ大佐で、攻撃終了後北アフリカに向かう予定だった。他方、シュヴァインフ
ルト攻撃を率いることになったのは、実戦経験のないフレデリック・アンダーソン中将で
あった。8月 17日、イギリス上空は厚い雲に覆われていたが、ルメイが率いる第三爆撃師
団は、離陸し攻撃目標に向かった。しかし、アンダーソン中将は天候の回復を待つため 3
時間半、出撃を遅らせた。その結果、ドイツ戦闘機部隊は体制を整え、アメリカ爆撃部隊
の迎撃に備えることが可能になった。レーゲンスブルクのメッサーシュミット工場に対す
る白昼精密爆撃は、精度が高く効果も高かったが、ナチスドイツの戦闘機部隊による攻撃
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を受け、ルメイの部隊では、146機の爆撃機のうち 24機が撃墜され、北アフリカに到着し
たが、廃棄もしくは修理が必要な機体が多く、イギリスに帰還可能だったのは、80機に過
ぎなかった 59。
　シュヴァインフルトは、人口5万人の小都市でありながら、ドイツで生産される軍需品に
必要なボールベアリングの生産を担っていた。イギリス空軍の夜間爆撃部隊にとって、こ
うした小さな町を夜間に見つけ出して爆撃するのは困難だった。それゆえ、重要軍需産業
を有しながらも小規模の都市に関しては、アメリカ側の白昼精密爆撃の標的にふさわしい
と考えられていた。しかしながら、強化されたドイツ防空システムに加え、シュヴァイン
フルトにも対空高射砲陣地が建設されていた。第八空軍は、白昼精密爆撃によって工場敷
地内に多くの爆弾を投下することに成功したが、シュヴァインフルト市内への攻撃によっ
て子ども 48 人を含む 203 人の市民が命を落とした。しかしボールベアリング工場自体は、
致命的な火災に至らなかったことが幸いして、生産機能を維持することができたのであっ
た。この攻撃は、ボールベアリング工場の破壊という目的においては、失敗におわったの
である 60。
　この 2 つの都市への空爆は、おそらくイギリス爆撃部隊による夜間爆撃を逃れて建設さ
地図 5：シュヴァインフルトのボールベアリング工場の標的地図
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れた小都市の軍事産業にとって衝撃的なものであったと思われるが、しかし、一方で、攻
撃したアメリカ爆撃部隊の損失も甚大であった。レーゲンスブルクとシュヴァインフルト
への攻撃に出撃した376機のB-17のうち、60機が撃墜され、損害率は、16パーセントを越
えた。1943 年 8 月 16 日から 8 月 31 日に行われた第八空軍による爆撃作戦報告書は、レー
ゲンスブルク攻撃において「敵戦闘機がB-17を攻撃し、激しい空中戦が行われた。戦闘機
の支援が期待できなかったため、B-17 爆撃機は自ら戦わなければならず、140 機が破壊さ
れた」と指摘している。またシュヴァインフルト攻撃についても、「B-17 は激しい攻撃を
受けた。ドイツ空軍は、エスコートした戦闘機部隊スピットファイヤ13機、P-47戦闘機を
20 機撃墜したと主張した」と述べている 61。この報告書は、アメリカ軍の爆撃作戦におい
ては、戦闘機部隊が不十分で機能していない点を強調している。
　陸軍航空軍司令官アーノルドが、イギリスの部局を参考にして 1942年 10月 24日に設置
した作戦調査局（Operational Research Section）は、この時期のB-17の損害について以下の
ように分析している。8 月 16 日から 8 月 31 日の間に、487 機の重爆撃機が撃墜され、帰還
した爆撃機についても、823機が敵戦闘機による小口径機銃掃射、580機が対空高射砲の20
ミリ砲に被弾していた。報告書は、全体の 5 機に 1 機が敵戦闘機の小口径銃に被弾したと
報告している 62。ギアリングスの地図に示された攻撃目標は、天候状態の良い状態の様子
が描かれているが、一方で、ドイツ空軍から見ても第八空軍は、はっきりと視認できる状
態で上空に侵入してくるため、反撃可能な目標となっていたのである。
　爆撃機本体が戦闘機と対峙しなければならず、また対空砲火によって受ける損害もかな
りのものであることが、この数値からも示されている。プロエスティ、レーゲンスブルク、
そしてシュヴァインフルトにおける爆撃部隊の損傷率は、容認できないレベルだった。ア
メリカ陸軍次官補で航空担当のロバート・ラヴェットは、レーゲンスブルク＝シュヴァイ
ンフルト爆撃後に、陸軍航空軍司令官アーノルドがヨーロッパでの航空戦争に疑問を抱き
始め、白昼精密爆撃作戦への信頼を失いつつあったと後に回顧している 63。
　爆撃部隊を護衛する長距離戦闘機の導入については、1943年 5月にイギリスを訪問した
陸軍次官補ラヴェットが報告書をまとめていた。ドイツ防空システムの強化に対応し、爆
撃部隊がドイツ支配下の攻撃目標に到達するためには、戦闘機部隊の強化が必要であるが、
P-47 はMe109Gに対応できておらず、苦戦を強いられていた。それゆえ、長距離飛行の可
能なP-38 もしくは、「両翼下面に補助タンクを装着したP-51 は極めて有望だと思われる」
とラヴェットはアーノルドに報告書を送っていた。アーノルド自身も、爆撃機の損失を考
慮し、イギリスを飛び立ってドイツを攻撃するすべての爆撃部隊には戦闘機が随行して防
衛にあたるべきだと認識した 64。実際に、護衛なきB-17編隊は、戦闘機による反撃に脆弱
だった。
　1943年 9月初めに、アーノルドはイギリス視察を行い、第八空軍の戦闘機部隊の増強を
統合参謀本部に要請した。当時、アイゼンハワーの指揮の下でイタリア作戦が展開してお
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り、アイゼンハワーは、長距離戦闘機P-38を地中海戦線に配備するよう、ワシントンに要
請していた。しかし、アーノルドはこれに反対し、長距離戦闘機を第八空軍に配備するべ
きだと主張した 65。長距離戦闘機P-51ムスタングは9月末にイギリスに到着したが、しかし
戦闘機部隊の出撃までの準備期間を要し、最初に出撃できたのは12月になってからのこと
であった 66。P-51 戦闘機部隊の配備の遅延という状況を招いた理由として、リチャード・
オヴェリーは、アメリカ陸軍航空軍の司令官らの考えが影響していたと指摘している 67。
　第八空軍司令官エーカーは、第一回攻撃による工場破壊が不十分だとして、シュヴァイ
ンフルト爆撃作戦を計画した。9 月に陸軍次官補ロヴェットから、1943 年冬までにドイツ
空軍を崩壊に導かなければ、アメリカ国民は第八空軍の爆撃作戦は失敗したと考えるだろ
うとの提言を受けて、あらゆる兵器に使われるボールベアリング工場を再び攻撃目標とし
たのである 68。その直前に行われたブレーメンとフェーゲザックの潜水艦造船所および航空
機体製造工場への爆撃作戦で、第八空軍は、はじめてレーダーに対応する妨害無線戦術を
採用し、ドイツの対空砲火に対処する試みを始めていた。それに対し、ドイツ空軍は、ロ
ケット弾を採用し、さらに破壊力を増していた。ロケット弾は、B-17の機銃の射程外の距
離を網羅し、被弾した場合の破壊力はすさまじかった。シュヴァインフルト攻撃には、第
八空軍爆撃部隊の三個師団が参加することになった。この司令官は、9 月に准将に昇格し
たカーチス・ルメイであり、第一回シュヴァインフルト作戦とは異なり、10月は地上にお
ける作戦指揮にあたった。10月14日、二回目のシュヴァインフルト攻撃が第八空軍にもた
らしたものは、230 機中 60 機に及ぶ爆撃機の撃墜と第八空軍の危機的状況だった 69。
　第2回のシュヴァインフルト攻撃は、第八空軍にとって、またヨーロッパに展開する陸軍
航空軍にとって転機となった。白昼精密爆撃作戦の効果よりもむしろ、甚大な犠牲と損失
が問題視されるようになったのである。損害率が 3 割を超えたことについて、陸軍航空軍
司令官アーノルドは、アメリカ国民はこのような犠牲に寛容ではありえないだろうと結論
付け、白昼精密爆撃作戦に対する修正を行うことになった。それは、爆撃機による自衛で
はなく、長距離戦闘機によってエスコートされなければならないという方針であり、また
視認による精密爆撃ではなく、イギリス空軍が用いているレーダー空爆戦術の採用であっ
た。2 回目のシュヴァインフルト攻撃後、ドイツ深部への爆撃は、長距離戦闘機の配備ま
で、原則禁止されることになった。1943年 11月、アーノルドは、爆撃部隊に対し「厚い雲
の上からのレーダー攻撃」を許可したのである 70。
　1943年12月に、アーノルドは、第八空軍と第十五空軍を合わせてアメリカ戦略空軍へと
再編し、司令官にカール・スパーツを、爆撃部隊司令官にジェームズ・ドゥーリトルを任
命した。それまで第八空軍を率いていたアイラ・エーカーは地中海方面司令官へと転出す
ることになった。エーカーは、移動に抵抗したものの、アーノルドの見解は変わらなかっ
た。エーカーの転出は、長距離戦闘機の護衛なき白昼精密爆撃作戦の終了を意味した。1944
年に入ると、爆撃部隊に随行して護衛するP-51ムスタングが配備されるようになり、ドイ
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ツ深部への攻撃が再開されるようになった。P-51は飛行航続距離、飛行高度、運動性能と
もに高く、ドイツ空軍の戦闘機部隊に十分対抗できた 71。
　1944年2月、再びレーゲンスブルク （オーバートラウブリング） とシュヴァインフルトを
含む軍需産業を攻撃目標とする「アーギュメント作戦」が実行されることになった。1 月
7 日付のA-2 の諜報報告書によれば、「レーゲンスブルク=プルフェニングに対する 8 月 17
日の『非常に成功した （highly successful） 攻撃』によって、最終組み立て格納庫を破壊し、
また他の機械製造工場にも損失を与えた。最終組み立ては、前月の最大 250 機から 9 月に
は 50機にまで落ち込んだと見積もられている。同時にメッサーシュミット 109はオーバー
トラウブリングで製造され始めたようだ。早期の写真諜報では、このフィールドに単発エ
ンジン戦闘機は見られなかったが、9 月には 32 機、10 月には 41 機が観察できた」72。2 月
24日のレーゲンスブルク、そしてシュヴァインフルト攻撃では、P-38、タンクを装備した
P-47、そしてP-51が護衛に就いた。レーゲンスブルクにおいてもシュヴァインフルトにお
いてもアメリカ戦略空軍が失った爆撃機数は、軽減した 73。1943 年を通じての戦闘機によ
る護衛なき白昼精密爆撃作戦は撤回されることとなったのである。
　しかしながら、ドイツ防空体制は強力であり、白昼精密爆撃戦略によって戦略空軍の戦
闘機部隊と爆撃機部隊は、引き続き、ドイツの対空砲火を受け続けた。1944 年 1 月から 5
月までの間に、戦略空軍は、爆撃機 2605 機と戦闘機 1045 機を、ドイツならびにフランス
上空で撃墜されていた 74。ドイツ軍にとって、白昼、極めて視認性の高い状態で上空に現
れる米軍爆撃機は、対空砲火の標的にほかならなかった。1944 年 2 月に始まる「ビッグ
ウィーク作戦」からノルマンディ上陸作戦直前の爆撃作戦に関して、アメリカ作戦調査局
は再び報告書を提出した。それは、「対空砲火からの防御戦術」として、「無線傍受防止策
から得られる理想的な無視界計器爆撃 （the blind bombing） フォーメーション」について提
言するものだった。1943年6月から12月において、敵戦闘機による被弾、故障は7.4％、対
空砲火による損失は 21.4％であり、全体の損失率は 4.1％であった。1944 年 1 月から 5 月、
敵戦闘機による被弾、故障は、2.2％と激減していたが、一方で対空砲火による被弾、故障
は 23.3％と増えている。全体の損失は、2.6％に減ったものの、課題は、ドイツの対空砲火
対策であった 75。P-38やP-51による護衛は実現したが、敵対空砲火を回避して軍用機の損
失・航空隊員の犠牲を減らすためには、無視界計器爆撃戦術を取り、はるかに高高度から
の爆撃することが必要だった。しかしその必要を満たすことが可能な最新鋭爆撃機B-29は、
ヨーロッパ戦線ではなく、アジア・太平洋戦線に投入されることになるのである。　　　
おわりに　
  1943 年末までに、ウィリアム・ワイラー監督の『メンフィス・ベル』が完成した。陸軍
省の高官のみならず、フランクリン・D・ローズヴェルト大統領もこの映画を鑑賞し、全
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米での公開を推奨した。結果、『メンフィス・ベル』は、1944年 4月、ノルマンディ上陸作
戦の直前に全米公開されることになる。この映画は、アメリカ陸軍航空軍第八空軍が追求
してきた白昼精密爆撃戦略を銃後に強く伝えるものであった。『メンフィス・ベル』で描か
れた空爆シーンとは、次のとおりである。最初に、爆撃手が照準器を覗き込んでいるシー
ン、次に、高高度から見下ろした地上の攻撃目標周辺部のシーン、再び、爆撃手が照準器
を覗き込んで爆弾を投下し、「地図上に白い煙が描き出される」というものだった。地図上
に描かれた攻撃目標に命中する爆弾こそが、白昼精密爆撃のイメージとして描かれたので
ある 76。この映像イメージは、銃後のアメリカ人に、「爆撃手の視点」の共有を促し、陸軍
航空軍がヨーロッパ戦線で追及してきた白昼精密爆撃戦略を強く印象付けることを意図し
たものだったといえよう。
　しかしながら、1943年を通じて行われた白昼精密爆撃は、誤爆によって友軍であるフラ
ンス、オランダ、ベルギーの市民のみならず、第八空軍にも容認できないレベルの多くの
犠牲を生んでいた。それゆえ、第二次世界大戦におけるアメリカ軍の白昼精密爆撃戦略は、
再考を余儀なくされたといえるだろう。第 1 章では、ヨーロッパにおける航空戦争の展開
を、イギリス空軍のために作成された「標的地図」の開発の経緯を明らかにした。イギリ
ス空軍も創設以来目指してきたものは精密爆撃戦略であった。しかし、1940年に始まるナ
チスドイツ西方攻勢とそれ以後の航空戦を通じて、イギリス空軍は精密爆撃戦略を放棄し、
夜間レーダー爆撃戦略を採用する。それは、精度は低いが、「ドイツ人の士気を挫くこと」
を目的とするものだった。1941年12月のアメリカ参戦後、米英両首脳と両軍参謀はアルカ
ディア会議で戦略方針を決定した。その際、アメリカ陸軍航空軍のイギリス本土派遣が決
まり、第八空軍が組織されることになった。アメリカ軍の到来を前に、イギリス空軍はア
メリカ軍の夜間爆撃への参加を呼び掛けたが、しかし、アメリカ陸軍航空軍は、AWPD-1
という戦争計画に基づき、白昼精密爆撃戦略を採用すると主張して、ヨーロッパでの航空
戦に参加することになった。
　第 2 章では、アメリカ陸軍航空軍第八空軍のイギリスにおける組織化から空爆戦略の開
始を跡付けた。イギリス空軍指導部の要請にもかかわらず、第八空軍は白昼精密爆撃戦略
を採用し、ドイツ占領下のフランスやオランダなどの軍需産業や航空施設への空爆を開始
した。この初期の空爆作戦の成功は、新しい航空戦争計画AWPD-42に影響した。この計画
では、爆撃機部隊に随行する戦闘機部隊は軽視され、爆撃部隊は機銃による自衛が求めら
れた。白昼精密爆撃作戦に対するイギリス側の懸念や批判に対して、第八空軍は、白昼精
密爆撃作戦用の地図を開発した。それが、「ギアリングスの地図」であった。イギリスの標
的地図を参照としながらも、爆撃部隊の攻撃目標への侵入経路を追加したこの地図は、第
八空軍の白昼精密爆撃戦略への意思を示すものであったといえよう。実際に、この地図を
もって、第八空軍は、1943 年初頭より「ポイントブランク作戦」を開始するのである。
　第 3 章では、1943 年 1 月のカサブランカ会議後の米英連合国爆撃部隊による空爆作戦を
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考察した。カサブランカで、正式にドイツ支配下ならびにドイツ本土の軍需目標に対して、
アメリカ陸軍航空軍が白昼精密爆撃を行い、イギリス軍が夜間レーダー爆撃を行うことが
決まった。また、潜水艦基地、航空機産業、輸送手段、石油プラントなどが爆撃攻撃目標
に設定された。次いで同年 5 月の会議で、ドイツ深部レーゲンスブルクやシュヴァインフ
ルトなどの軍需産業を攻撃する「ポイントブランク」作戦案が作られ、アメリカ陸軍航空
軍が単独で爆撃作戦を展開することになった。しかしながら、ドイツ深部に随行可能な戦
闘機は配備されておらず、アメリカ軍の爆撃部隊は自衛のみで頑強なドイツ防空網に突入
しなければならなかった。
　第4章では、アメリカ軍単独によるプロエスティ・レーゲンスブルク・シュヴァインフル
ト攻撃作戦とその結果を検証した。ルーマニアのプロエスティは、油田地帯であり石油精
製施設が集中している、ドイツにとってのエネルギー供給地であった。その重要性は極め
て高く、ドイツ軍は、プロエスティに頑強な防空体制を構築していた。また、ドイツ深部
のレーゲンスブルクには航空機産業メッサーシュミットの工場が、そしてシュヴァインフ
ルトには、軍需生産を支える基幹部品ボールベアリング工場が存在していた。これらの攻
撃目標を集中的に攻撃することによって、ドイツ空軍力を破壊することが作戦の目的だっ
た。しかし、結果は、悲惨なものだった。戦闘機による護衛なき爆撃機が撃墜されるか被
弾して大きな損害を受け、航空隊員に多くの死傷者を出したのである。この後、ドイツ深
部への白昼精密爆撃戦略は、戦闘機の護衛が可能になるまで、原則禁止されることになり、
また、レーダー爆撃の可能性も検討されることになった。
　ヨーロッパにおける白昼精密爆撃戦略は、アメリカ将官が想定していた効率性という議
論にもかかわらず、ドイツ防空体制の前に爆撃機と航空隊員の損失を生むこととなり、修
正されることになった。アメリカ国内で喧伝されたアメリカ軍の白昼精密爆撃作戦は、航
空隊員にとっては極めて危険な作戦だった。1942年に開始された初期作戦で示されたB-17
爆撃機の自衛能力ゆえ、戦闘機による護衛が軽視され、結果、ドイツ防空体制の下で多く
の隊員が命を落とすことになったのである。医療従事者によるアンケートによれば、25回
の出撃を成功させることができるまえに命を落とした航空隊員は、58％に上った。第二次世
界大戦におけるアメリカ軍の、とくに戦闘中の戦死者291,557人のうち、航空隊員は52,173
人を占めた。この数値からも、航空隊員が危険にさらされていたことは明白だった 77。
　「ギアリングスの地図」はいわば、ミラーイメージとして、いかに爆撃部隊がドイツ防空
体制において攻撃しやすい標的であったかを示しているといえないだろうか。爆撃機から
見下ろすことができた地上の軍需産業からも、晴れ渡った空を飛行する爆撃部隊の視認性
は良好だったに違いない。ハンブルク空爆を生き延びたドイツ人は、述べたという。
彼ら （アメリカ人） の攻撃は昼間に行われ、たいていの場合、軍事目標を直接攻撃し
た。たとえ民間人がしばしば彼らの攻撃によって犠牲になることはあっても、彼らは
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つねにはっきりと視認できたし、対空砲火に狙われる危険を冒して飛行していた。そ
れゆえ、私たちは、ある種の敬意を込めて彼らを「アミ（友人）」と呼んでいた 78。
防空体制の強固なドイツとの航空戦を経て、実用化したB-29が投入されることになったア
ジア・太平洋戦線におけるアメリカ陸軍航空軍の戦略爆撃については、ヨーロッパ戦線と
の連続性・断続性も含め、今後の調査研究課題としたい。
【本稿は、科学研究費補助金：基盤研究（C）課題番号：17K03187（2017～2019年度）「第二
次世界大戦期、空爆標的地図に見る米英連合国の空爆戦略の転換」の成果の一部である。】
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Ploesti, Regensburg, and Schweinfurt:
Vacillation of the US Daylight Precision Bombing Strategy,  
in European Theater 1943
Kaori Takada
 In May 1943, a B-17 bomber named the Memphis Belle, succeeded in 25 bombing missions 
in European theater. They were celebrated, and the movie, the Memphis Belle was released in April 
1944, just before “Operation Overload.” The movie gave impressions of US daylight precision 
bombing strategy on the American public. During the period from the success of 25 missions to 
the release of the movie, US daylight precision bombing strategy vacillated because of the higher 
death rate in mission, especially in the missions to attack the oil facilities, Ploesti, Rumania, and two 
targets of munitions industry deep in Germany, Regensburg and Schweinfurt. This paper scrutinizes 
considerations to modify US daylight precision bombing tactics during the 1943.
 The ﬁrst chapter traces the British case of changing bombing strategy from precision to night-
blind bombings. The Royal Air Force (RAF) used to adopt precision bombing strategy, but compel 
to abandon it in the mutual destructive air war with German Air Force (GAF). In this process, RAF 
developed its target maps of the Nazi-occupied France, Belgium, and the Netherlands, and the cities 
of Germany. Chapter 2 focuses on the decision of the US Army Air Force (USAAF) to employ the 
daylight precision bombings even though RAF wanted the US to participate in their night bombings. 
The Eighth Air Force of USAAF in Europe succeeded in its early operations against targets in 
France and Belgium without escort by ﬁghters. The Eighth Air Force leaders recognized that the US 
bombers, B-17s and B-24s were able to face GAF by themselves. So they forwarded their operations 
to directly attack targets in Germany. The Eighth Air Force developed the original “Oblique 
Perspective Target Map,” and prepared for future daylight precision bombing operations. Chapter 3 
considers the policy-making of “Pointblank Operation.” In the operations, the Eighth Air Force took 
charge of daylight precision bombing and the Royal Air Force was in charge of night blind bombings 
against Germany. USAAF commands in Europe and North Africa made independent air raids against 
Ploesti, Regensburg, and Schweinfurt without RAF support. Chapter 4 examines the devastating 
results generated by GAF ﬁghters and anti-aircraft ﬂaks in these operations. The levels of losses and 
the cost could not be ignored. The experiences would have inﬂuenced the bombing operations in 
Paciﬁc theater. Considering the public opinion, the US commanders would change the direction from 
its daylight precision bombing to protecting their crews as much as possible with employing blind 
bombing tactics with radar and radio, or with introducing B-29s against Japan.
